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(百万円未満切捨て)

1. 平成22年12月期第３四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第３四半期 51,301 5.8 3,812 571.5 3,330 ─ 3,684 ─

21年12月期第３四半期 48,474 ─ 567 ─ 292 ─ △621 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第３四半期 15,919 .26 ─

21年12月期第３四半期 △2,687 .40 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第３四半期 72,031 30,668 41.7 129,822 .82

21年12月期 74,948 29,035 37.9 122,594 .26

(参考) 自己資本 22年12月期第３四半期 30,050百万円 21年12月期 28,376百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ─ 1,000 .00 ─ 1,000 .00 2,000 .00

22年12月期 ─ 1,000 .00 ─

22年12月期(予想) 1,000 .00 2,000 .00

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 5.0 4,300 103.3 3,500 112.7 3,400 949.4 14,688 .73

p06790
スタンプ



  

 

 
 （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続

きは終了しておりません。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】３ページ「2. その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

 （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期３Ｑ 234,072株 21年12月期 234,072株

② 期末自己株式数 22年12月期３Ｑ 2,602株 21年12月期 2,602株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期３Ｑ 231,470株 21年12月期３Ｑ 231,136株

(注意事項)
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策の延長等により、企業収益に一部
持ち直しの動きが見られたものの、雇用情勢は依然として厳しく、加えて急激な円高の進行や、株安、
デフレの長期化等、引き続き景気の先行き不透明な状況が続きました。  
 また、世界経済においても、緩やかな回復基調で推移しましたが、欧米での失業率の高止まり、欧州
での信用不安懸念等を背景に、景気減速感が次第に強まりました。 
このような経営環境の下、当社グループといたしましては、昨年に引き続き生産体制効率化によるコ

スト削減対策等を着実に実施してまいりました。  
 国内のステイショナリー市場につきましては、高付加価値な自社製品を中心に積極的な販売活動を展
開いたしました。特に消せるインキで大好評の「フリクション」シリーズは、７月にノック式の「フリ
クションボールノック ０５／０７」を投入したことにより、シリーズ全体の更なる販売活性化に繋が
りました。さらに、８月に発売の新機構を採用したシャープペンシル「デルフル」の販売も好調に推移
しております。 
また、滑らかインキとタイヤパターングリップの使い心地の良さが特徴の油性ボールペン「アクロボ

ール」も堅調に売上を伸ばした他、ギフト需要として油性ボールペンの「レックスグリップ」や「スー
パーグリップノック」、「パティント」、「フィードリフテック」、「フィードGP３/４」等が引き続
き順調であり、売上、収益に大きく貢献いたしました。 
海外のステイショナリー市場につきましては、個人消費の回復は遅れているものの、流通在庫調整が

一巡したことにより、出荷数量が増加に転じ好調に推移いたしました。具体的には、アメリカにおける
代表的な筆記具として定着したゲルインキボールペンの「Ｇ－２」が引き続き順調であることに加え、
一昨年に米州地域へ投入いたしました「フリクションボール（FRIXION BALL）」も市場に受け入れられ
つつあります。一方、欧州地域におきましても、主力商品となった「フリクションボール（FRIXION 
BALL）」が、引き続き好調であり、順調に販売を拡大いたしました。環境配慮商品（ビグリーン）シリ
ーズの「Ｂ２Ｐ」も、ペットボトルを意識したデザインで、エコロジー商品として主に欧州地域の市場
での認知が進み売上増に貢献いたしました。また、アジア地域では、特に中国において販売地域の拡大
を図るとともに、「フリクション」シリーズが好評を得て、売上の伸長に繋がっております。 
以上の結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は513億１百万円（前年同期比5.8％増）、連結

営業利益は38億12百万円（前年同期比571.5％増）、連結経常利益は33億30百万円（前年同期比11.4
倍）、連結四半期純利益が36億84百万円（前年同期は連結四半期純損失６億21百万円）となりました。

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比29億16百万円減少し、720億31百万円
となりました。 
 流動資産は15億８百万円減少し422億44百万円となり、固定資産は14億７百万円減少し297億87百万円
となりました。 
 流動資産については、「現金及び預金」が14億79百万円増加し、「受取手形及び売掛金」が15億９百
万円減少、また棚卸資産（「商品及び製品」、「仕掛品」、「原材料及び貯蔵品」の合計）が８億72百
万円減少しております。 
 固定資産については、減価償却費の計上等による有形固定資産の減少13億40百万円が主な要因であり
ます。 
 負債は、前連結会計年度末比45億49百万円減少し、413億62百万円となりました。 
 流動負債は、７億88百万円減少し288億８百万円となり、固定負債は37億60百万円減少し125億54百万
円となりました。 
 流動負債については、「短期借入金」が40億60百万円減少する一方、「１年内返済予定の長期借入
金」が25億59百万円増加したことが主な要因であり、固定負債については、「長期借入金」の減少38億
72百万円によるものであります。 
純資産は、前連結会計年度末比16億33百万円増加し、306億68百万円となりました。これは主に「為

替換算調整勘定」の減少14億１百万円、「利益剰余金」の増加32億15百万円によるものです。 

  

平成22年12月期の通期業績予想につきましては、平成22年8月9日に開示いたしました「業績予想の修
正に関するお知らせ」に記載した予想値から変更ありません。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

  

１．簡便な会計処理 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
 一部の連結子会社において、当第３四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒見積高算定に関しては、
貸倒実績率に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積
高を算定しております。 
  
②棚卸資産の評価方法 
 一部の連結子会社において、当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省
略し、前連結会計年度末の実地棚卸残高に基づき、合理的方法により算定する方法によっております。
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を
見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  
③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業
績予測やタックス・プランニングを利用する方法、あるいは繰延税金資産の回収可能性の判断に関し
て、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合
に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化
の影響を加味したものを利用する方法等を適用しております。 
  
④固定資産の減価償却費の算定方法 
 当社及び主な連結子会社は、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費
の額を期間按分して算定する方法を採用しております。 
  
２.四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 
  税金費用の計算 
 主な連結子会社は、税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当
期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効
税率を乗じて計算しております。ただし、当該実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を
欠く結果となる会社については、重要な加減算項目を加味し、法定実効税率を使用して計算しておりま
す。 
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（四半期連結貸借対照表） 
 前第３四半期連結会計期間において区分掲記していた有形固定資産の「工具、器具及び備品」は、重
要性が低いため、当第３四半期連結会計期間では「その他」に含めて表示しております。なお、当第３
四半期連結会計期間の「その他」に含まれる「工具、器具及び備品」は、14,147百万円、「その他」の
「減価償却累計額」に含まれる「工具、器具及び備品」の「減価償却累計額」は△12,997百万円、「そ
の他」の「その他（純額）」に含まれる「工具、器具及び備品（純額）」は1,149百万円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
  (1)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,819 7,340

受取手形及び売掛金 15,294 16,804

商品及び製品 9,976 10,892

仕掛品 3,590 3,465

原材料及び貯蔵品 1,583 1,665

繰延税金資産 1,562 1,958

その他 1,589 1,782

貸倒引当金 △173 △157

流動資産合計 42,244 43,752

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,242 18,101

減価償却累計額 △9,049 △8,932

建物及び構築物（純額） 8,193 9,168

機械装置及び運搬具 23,070 23,544

減価償却累計額 △19,879 △19,921

機械装置及び運搬具（純額） 3,190 3,622

その他 14,861 14,911

減価償却累計額 △13,268 △13,180

その他（純額） 1,593 1,731

土地 6,532 6,431

建設仮勘定 264 161

有形固定資産合計 19,774 21,115

無形固定資産   

借地権 4,545 4,545

その他 445 284

無形固定資産合計 4,990 4,829

投資その他の資産   

投資有価証券 3,160 3,436

繰延税金資産 289 152

前払年金費用 957 1,037

その他 958 966

貸倒引当金 △342 △342

投資その他の資産合計 5,022 5,250

固定資産合計 29,787 31,195

資産合計 72,031 74,948
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,120 11,559

短期借入金 3,604 7,664

1年内返済予定の長期借入金 7,794 5,234

未払法人税等 1,092 365

未払費用 2,253 2,313

繰延税金負債 3 60

返品調整引当金 136 138

賞与引当金 900 364

役員賞与引当金 28 28

設備関係支払手形 144 124

その他 1,730 1,741

流動負債合計 28,808 29,597

固定負債   

長期借入金 10,147 14,019

繰延税金負債 246 163

退職給付引当金 462 403

役員退職慰労引当金 200 167

負ののれん 1,348 1,438

その他 148 122

固定負債合計 12,554 16,314

負債合計 41,362 45,912

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,340 2,340

資本剰余金 8,831 8,831

利益剰余金 24,399 21,183

自己株式 △183 △183

株主資本合計 35,387 32,172

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △484 △333

繰延ヘッジ損益 4 △6

為替換算調整勘定 △4,857 △3,455

評価・換算差額等合計 △5,337 △3,795

少数株主持分 618 659

純資産合計 30,668 29,035

負債純資産合計 72,031 74,948
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  (2)四半期連結損益計算書 
    (第３四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 48,474 51,301

売上原価 30,051 29,616

売上総利益 18,423 21,684

販売費及び一般管理費 17,855 17,872

営業利益 567 3,812

営業外収益   

受取利息 203 229

受取配当金 61 68

負ののれん償却額 90 89

為替差益 20 －

その他 210 214

営業外収益合計 585 601

営業外費用   

支払利息 382 340

退職給付会計基準変更時差異の処理額 433 433

為替差損 － 275

その他 45 34

営業外費用合計 860 1,084

経常利益 292 3,330

特別利益   

固定資産売却益 7 2,207

ゴルフ会員権売却益 － 3

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 100 1

負ののれん発生益 － 51

特別利益合計 108 2,264

特別損失   

固定資産売却損 1 1

固定資産除却損 17 33

投資有価証券評価損 98 32

関係会社株式評価損 1 －

事業構造改善費用 217 7

土壌改良費用 － 8

その他 － 0

特別損失合計 336 83

税金等調整前四半期純利益 63 5,511

法人税等 687 1,820

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3 6

四半期純利益又は四半期純損失（△） △621 3,684
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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